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緒 言

前 回(1987年1月 一一1991年12月)の 手術 統計]}に 引

き続 き,1992年1月 か ら1996年12月 までの5年 間にお

ける島田市民病院泌尿器科手術統計 を行 ったのでその

結果 を報告す る.

島 田市 は人 口約7万 の地方都市 で,こ の20年 間 人口

増加が認め られず,高 齢化 が進 んでいる もの と推 定 さ

れ る.こ の10年 間 の1日 平均外 来患 者数の推 移 をみる

と,1987年 か ら26.5,27.8,32.1,36.6,39.4,

42.7,55.1,57.3,68.6と 増 加 して きたが,1996年 に

は65.3と な り初 め て減少 した.周 辺 病 院の設備 とス

タ ッフの充実 も加 わ り,外 来患 者数 はほぼ横 這い状態

あ るい は減少傾 向にある と言え るか も しれない.

対 象 な らび に方 法

1992年 か ら1996年 の5年 間の手術 台帳 をもとに前回

と同様の方法で統計 を行 った。すなわち,同 一患者で

同 じ手 術 を複 数 回行 ってい る場 合 も(ESWL等)お

のおの1件 と数 えた.ま た膀胱 全摘 術お よび尿路変向

術 はおのおの1件 と数 えた.ま た尿 路変向時 に施行 し
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Fig・1・Frequencyofoperationandsexdis-

tribution.

た 虫 垂 切 除 術 は 件 数 に 加 え な か っ た.ま た 悪 性 腫 瘍 に

対 す る リ ン パ 節 廓 清 は 原 則 と して 別 項 に は せ ず,原 発

巣 摘 除 術 に 含 め て 考 え た.
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Tablel.Operationsfbrurolithiasis

UreterolithotomyPNLTULCystolithotomyESWLTotaI

1992

1993

1994

1995

1996

1

0

0

0

0

2

0

3

0

0

5

3

3

6

6

2

0

1

0

0

146

73

78

122

91

154

76

84

128

97

Total 豆 5 23 3 510 539

Table2.Operationsforbenignprostatic

hypertrophy

RctropubicTUR .PVLAPTota且

prostatectomy

1992

1993

1994

1995

1996

7

3

1

5

2

27

29

41

30

31

0

0

14

4

0

34

32

56

39

33

Total
18
(9.3%)

15818194
(81.4%)(9.3%)

結 果 と考 察

入院患 者数:男 女別 入院患者総数 は,1992年 は男性

235人,女 性61人,計296人,1993年 は おのお の214人,

68人,計282人,1994年 は253人,54人,計307人,

1995年 は242人,54人,計296人,1996年 は,216人,

70人,計286人 で あ った.前 回の統計 の ような上昇傾

向 は見 られず,年 間平均290人 前 後で,横 這 い状 態で

ある.

5年 間の平均で見 る と男性1,160人(79.1%),女 性

307人(20.9%)で,前 回 に比べ 男 性(77.8%)の 割

合がやや上昇 していた。60歳 以上の人の割合 は55.4%

とな るが,こ の5年 間の中では明らか な増加傾向 は見

られていない.

年 度別 ・性 別手術件数(Fig,1):5年 間 の手術 総数

は1,534件 で 前 回の5年 間の1,195件 よ り339件28%増

で あ った.各 年毎 に見 る とFig.1の 様 に一定 の傾 向

は認め られず,300件 前 後で頭打 ちの状態 である.男

女比 はほぼ4:1で あ る.

尿 路結石 に対す る手術(Tablel):処 置 を必要 とし

た結石患 者 は平均 で年 間100人 前 後 で ある.一 定 の傾

向は認 め られないが,ほ ぼ95%がESWLで 処 置 され

てい る.1996年 に はLITHOCLASTも 導 入 され尿管

結石 に利用で きるようにな ったが,仙 骨部 に重 なって

い る尿管結 石以外 のfirstchoiceは や は りESWLで

あ る.尿 管切 石術 は5年 間で1例 のみであ る.交 叉部

に位置 し手術 が最 もや りやすい場所 にあ った結石で,

外 国出張 を前に した患者 の希望 に よってい る.

前 立腺肥大症 に対す る手術(Table2):5年 間 の件

数 は194件 で あるが,1994年 を ピークに漸減 している.

酵 プ ロ ッカーの 出現 に よ り手 術 適 応 とな る症 例 が

減 って きているため と推定 している.恥 骨 後式前立腺

摘除術 は18例9.3%で,前 回統 計の51例23.9%か ら著

しく減少 している.経 直腸 的超音波 断層 法で前立腺容

積が 前 回の場 合 は30cc以 上 と してい たが,今 回 は

CO・-50cc以 上 とした こと も減 少の原 因の一つ に なっ

てい る.

悪性 腫瘍 に対 す る手術(Table3):症 例 数 は前回 よ

り約100例 増 加 して い る もの の 多 い と は言 え ず,

ESWLを 除 く全手 術症例 の24.4%に す ぎない.年 間

平均50例 であ る.前 回 との比較 で見 る とTUR-Btが

87例 か ら164例 と約2倍 になったの に対 して,Radical

cystectomyが13例 か ら9例 と半 分 に減少 して い る.

一 方 前 回 に は なか ったpartialcystectomyが5例 加

わ ってい る.膀 胱頂 部の腫瘍 に対 す るもの,動 注化学

療法後 の腫瘍 が対象で あ る,radicalnephrectomyは

Table3.Operationsf()rmalignanttumors

19921993199419951996Total

Radicalnephrectomy

Partialnephrectomy

Nephroureterectomywithcuff

Radicalcystcctomy

Partialcystcctomy

TUR-Bt

Radica[prostatcctomy

Highorchiectomy

3

0

1

2

1

30

5

0

4

0

4

4

2

35

5

5

6

0

3

1

0

29

4

2

6

0

1

1

1

36

5

1

3

1*

5

1

1

34

5

3

22

1

14

9

5

164

24

11

Total 42 59 45 51 53 250

*GiantAML
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Table4.Urinarydiversion

19921993199419951996Tota1

Nephrostomy

UreterOCUtaneOStOmy

Ilealconduit

Ilealneobladder

Indianapouch

Cystostomy

O

l

O

O

2

1

l

l

O

2

0

1

2

0

藍

0

0

1

2

0

0

1

0

2*

9

0

1

0

0

1*

14

2

2

3

2

6

Total 4 5 4 5 ll 29

苓C・ntinentcyst・stomy

Table5.Miscellaneous

199219931994・19951996Total

Adrenalectomy

Endopyelotomy

Nephrectomy

Renalcystpuncture

Renalbiopsy

1

4

0

0

10

0

0

0

2

10

1*

0

0

1

8

1*

0

2

1

10

0

0

2

1

17

3

4

4

5

55

Urcteroscopyordilatation

UreterOlySiS

RPLND

7

0

1

5

1

0

19

1

0

4

1

0

4

0

1

39

3

2

AntlVUR

Coag.diverticleorureteroceleresection

TUR-biopsyand/orrandombiopsy

TUI

O

l

5

0

O

l

IO

O

1

0

7

4

0

3

13

9

2

2

10

0

3

7

45

i3

Castration

Orchidopcxyortcsticularbiopsy

Varicocelectomy

Vasectomy

Epididymectomy

Circumcisionorflapincision

Hydrocelectomyorspermatocelectomy

4

10

0

3

0

19

4

9

7

0

5

1

24

3

・1・

5

1

3

0

13

6

7

2

2

3

0

7

4

7

7

0

1

0

15

12

31

31

3

15

1

78

29

Caruncleorprolapseurethraeexcision

Endourethrotomy

InCOntinenCerepair

0

0

0

l

l

O

1

5

2

O

I

1

5

3

1

7

10

4

A-Vshuntordeclotting

CAPD

others

21

1

10

22

2

9

0

0

5

0

0

6

0

0

11

43

3

4・1

Total 101 Il3 87 77 101 479

*Laparoscopicadrenalectomy

22例,nephroureterectomywithcuffが14例 で あ る.

1例 のpartialnephrectomyは,巨 大 なAML症 例

に 対 し て 行 わ れ た も の で,悪 性 腫 瘍 で は な い が 便 宜 上

こ の 中 に 加 え た.radicalprostatectomyは 前 回 の 約2

倍24例 に 行 わ れ た.一 方 陰 茎 癌 に 対 す るamputation

の 症 例 は な か っ た.

尿 路 変 向 術(Table4):今 回 は 膀 胱 全 摘 除 術 が 少 な

い こ と も あ っ て 尿 路 変 向 術 も減 少 し て い る.uretero-

cutaneostomy,ilealconduit,indianapouchは そ れ

ぞ れ2例 ず つ で,ilealneobladder(Hautmann)3例

の 計9例 が 全 摘 例 で あ る.ncphrostomy14例 の う ち9

例が悪性腫瘍 の進展 に伴 うものであ る.cystostomy6

例 の うち2例 はcontinentcystostomyで あ る.

そ の 他 の 手術(Table5):腹 腔 鏡 下 のadrenalec-

tomyは わ ずか2例 である.症 例が きわめて少 な く副

腎に関す る腹腔鏡下手術 の訓練 はほ とん ど不 可能 な状

態 といえ る.前 回 と異 なる もの に腎生検 の増 加が あ

る.超 音波 ガイ ド下 の生検操作 が容 易にな った ことが

原 因 と考 え られ る.renaicystpunctureの 減 少 は前

回の反省 に もとず いて いる.castrationも 減 少 してい

るが,前 立腺癌 に対す る内分泌療法 にLH-RHagon-

istが 加 わ り患者 の選択肢 が増 えた こ とに よる と思わ
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Table6,Anesthesia

互9921993199419951996 Total

GeneralA.

LumbarA.

EpiduralA,

SacralA.

LocalA.

40

89

3

1

67

49

84

4

3

75

41

98

23

11

28

39

99

12

15

32

46

105

6

6

48

215(21.0%)

475(46.4%)

48(4.7%)

36(3.5%)

250(24.4%)

Total 200215201 197211 1,024

れ る.わ ずかの症例であ るが尿 失禁に対 する手術 はす

べてStameyの 方 法で行 ってい る.た だ し1994年 の1

例 は根治的前立腺全摘 後の尿失 禁に対 しての人工尿道

括約筋(AMS800)の 埋 込手術 である.当 院では1994

年 以 後血液透析部 に常 勤医2名 とな り,シ ャン ト形成

も泌尿器科 は行わ な くな った。

麻 酔(Table6):ESWLを 除 く5年 間の手 術総 数

は1,024件 で あ る.全 身麻酔 は215件(21.0%)で,腰

椎 麻 酔 が475件(46.4%),硬 膜 外 麻 酔 が48件

(4.7%),仙 骨 麻 酔36件(3.5%),局 所 麻 酔250件

(24.4%)で あ り,麻 酔科 に依頼 す る もの は麻 酔医が

少 ないこともあ って30%位 に な っている.

結 語

1992年1月 ～1996年12月 の5年 間における島田市民

病 院泌尿 器科手 術統 計 を行 った.年 間入 院患者 数 は

290人 前 後,手 術 件 数 も年 間平均200ttk〈IESWLを 除

く)と ほぼ一定数で推移 してい た.60歳 以 上 の患 者の

割合 は平均55.4%で,こ の5年 間 に一定 の傾 向は認 め

られ なか った.前 立腺肥大症 に対す る手術 は年 間40件

弱で,前 回(1987～1991年)統 計 に比べ約10%減 少 し

た.悪 性腫瘍 に対す る手術 は年間平均約50件 で,全 体

の24.4%で あ った.麻 酔方法 は全身麻酔21.0%,腰 椎

麻酔46.4%で あ った.
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